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１-１　福岡市の自然、社会、歴史
（１）自然環境
１）位置

本市は、福岡県の北西部に位置し、
玄界灘、東シナ海を挟んで、朝鮮半島
やアジア大陸と近接しています。本市
と大韓民国の釜

プ サ ン

山広域市は直線距離で
約 210km に過ぎず、これは本市と広島
市との距離（約 215km）よりも近い距
離です。この地理的な条件は、本市が
大陸との交流拠点として独自の歴史・
文化を形成するに至った大きな要因と
いえます。

本市が市政を開始した明治 22(1889) 年当時の市域は、面積 5.09k㎡でした。その後、
周辺の町村との合併を繰り返し、昭和 50(1975) 年の早

さ わ ら

良町の編入をもっておおむね現
在の市域となりました。さらに、海浜の埋め立てによっても市域は拡張し、現在の総面
積は 343.39k㎡となっています。

政令指定都市である本市は、７つの行政区（東
ひがし

、博
は か た

多、中
ちゅうおう

央、南
みなみ

、城
じょうなん

南、早良、西
にし

）
で構成され、北は玄界灘に面し、南は脊

せ ふ り さ ん

振山を境に佐賀県に接しています。

福岡市とアジアの位置関係
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福岡市の位置
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港を中心とする福岡市の自画像
昭和 11（1936）年ごろの福岡市の鳥

ちょうかん

瞰図
ず

は、
福岡市が博多湾を包み込むようなダイナミック
な構図で描かれています。作者は、大正・昭和
時代に活躍した鳥瞰図画家、吉

よ し だ

田初
はつさぶろう

三郎（1884
～ 1955）。博多港を中心に発展する福岡市を細
部まで丁寧に描いています。海に開けた都市、
それが当時の人々の福岡市のイメージだったの
でしょう。

明治・大正の博多港
明治 16（1883）年、博多港は特別貿易港に

指定され、長崎税関出張所が設置されます。明
治 22（1889）年には特別輸出港に指定され、米、
麦、麦粉、石炭、硫黄の 5 品目を輸出できるよ
うになりました。さらなる発展のため、港湾機
能の拡充が必要でしたが、財政面で困難な状況
でした。そこで、民間の築港会社が市の補助を
受け工事を行いましたが、資金面の困難から一
部の埋め立てにとどまりました。また、福岡市
は博多港の振興策として、補助金を出して博

は く ふ

釜
航路や大

だいれん

連・旅
りょじゅん

順など大陸との航路を開くなど
の振興策を図りましたが、大規模な改修はでき
ませんでした。

昭和初期の修築工事
昭和 2（1927）年、博多港は港湾の経営に国

庫の補助を受けられる第 2 種重要港湾に指定さ
れました。昭和 4（1929）年、国と県の補助を

得て博多港修築第 1 期工事が始まりました。工
事は西公園下への防波堤建設、船舶航路上の海
底の土砂の処分、中央ふ頭と福岡部の埋め立て
を行い、昭和 11（1936）年に完了しました。
最初に紹介した鳥瞰図は、修築工事の完了を記
念して製作されたものです。また、同年 3 月か
ら 5 月まで長浜（現　中央区）一帯で博多築港
記念大博覧会が開催され、160 万人以上の入場
者を集めました。

博多港は大陸向けの貿易額を増やしていき、
昭和 14（1939）年に第 1 種重要港湾に指定さ
れました。

引揚港・博多
第二次世界大戦末期の昭和 20（1945）年 6

月 19 日の福岡大空襲により、福岡市の中心部
は大きな被害を受けました。終戦後、11 月に
博多港には厚生省博多引揚援護局が置かれ、海
外にいた軍人、軍関係者と一般人の帰国の窓口
となりました。昭和 22（1947）年 4 月までに、
軍人・軍関係の復員者約 42 万人、一般人の引
揚者約 97 万人、合計約 139 万人が博多港に帰
国しました。一方で、博多港から朝鮮半島、大
陸への帰国者は約 50 万人に上りました。

博多港国際ターミナル前のイベント広場に
は、博多港引揚記念碑「那

な

の津
つ

往
おうかん

還」がありま
す。平成 8（1996）年に建設された、大きな船
をイメージしたこのモニュメントは、引揚港で
あった博多港の歴史を今日に伝えています。

都市発展の歴史　～博多港と福岡市の発展～
column：01

「博多観光鳥瞰図」（原画）　吉田初三郎筆
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２）地勢

●海・島しょ
北に玄界灘と博多湾が広がっており、博多湾は糸島半島や海の中道等に囲まれたおだ

やかな内湾となっています。その地形的条件から古くより海上交通の要所となってきま
した。また、博多湾は比較的水深が浅いため、海浜部は昭和 50 年代以降大規模に埋め
立てられ、新たな港湾施設やシーサイドももち地区やアイランドシティなどの居住域が
形成されています。

沖合には、能
の こ の し ま

古島、玄界島、小
お ろ の し ま

呂島などの島しょがあり、漁業を中心とした生活文
化が形成されています。また、砂

さ す

州である海の中道の先端には本土と陸続きとなった
志
し か の し ま

賀島が位置しています。

●平野
平野部は、東から糟

か す や

屋平野、福岡平野、早良平野、糸島平野と呼ばれ、様々な自然の
作用により複雑な地形を形成しています。

沿岸部は、海面水位の変動や沿岸流、河川作用などにより、砂州と砂丘が形成されて
います。最大の砂州である海の中道や、博多湾南岸の砂丘上では、漁業、製塩など海に
関連する生業のほか、交易品が集積する港が成立しました。

砂丘の後背に広がる低地部には、阿蘇火山の火砕物が堆積した台地や、河川による
氾
はんらんげん

濫原や段丘などが形成されています。低地部では主に農業が営まれましたが、近代以
降は都市化により宅地や商業地へと急速に変化しました。

●山・丘陵
東は立

たちばなやま

花山（367.1m）を頂部とする立花丘陵や四
し お う じ

王寺丘陵、南から西には油
あぶらやま

山（597m）、
脊振山（1,054.8m）、金

かなやま

山（967.2m）、高
た か す や ま

祖山（416.1m）などが連なる脊振山地が位置
しています。林業や狩猟、山間部を利用した農業が営まれるとともに、大規模な山岳寺
院も開かれました。

●河川
河川の多くが、脊振山地等と連なる山と丘陵から、北に広がる玄界灘や博多湾に注い

でいます。比較的流域の広い河川として、糟屋平野を流れる多
た た ら

々良川
がわ

、福岡平野の東側
を流れる御

み か さ が わ

笠川と西側を流れる那
な か

珂川
がわ

、油山を源流とする樋
ひ い

井川
がわ

、および脊振山・金山・
高祖山の山麓から水が集まる室

む ろ み

見川
がわ

が挙げられます。
これらの流域には条里遺構が残されるなど、人々の暮らしと川との歴史的な結びつき

を示しています。一方で、河川の堆積により形成された低地部では、洪水氾濫により大
規模な災害が発生することもありました。



15

第
１
章

福
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

大
原
川

幸
川

水
崎
川 端
梅
寺
川

周
船
寺
川

川
原
川

江
の
口
川

七
寺
川

十
郎
川

名
柄
川

室
見
川

日
向
川

竜
谷
川

小
笠
木
川

椎
原
川

小
原
川

金
屑
川
汐
入
川油

山
川

樋
井
川

七
隈
川

梅
林
川 四

十
塚
川桧

塚
川

那
珂
川

御
笠
川

放
水
路若

久
川

御
笠
川

諸
岡
川

上
牟
田
川

多
々
良
川

宇
美
川 須

恵
川綿

打
川吉

塚
新
川

久
原
川

猪
野
川

唐
の
原
川

長
谷
川

湊
川

妙見山

玄界島

能古島

大岳
小岳

立花山
三日月山

城越山

森江山

灘山

小田山西岳

天ヶ岳
柑子岳

毘沙門山

浜崎山

今山

高祖山 叶岳

飯盛山

早良平野

糸島平野

福岡平野

糟屋平野

四王寺丘陵部

太宰府地峡帯

長垂山塊

西山

金山

脊振山

油山 片縄山
荒平山

長垂山

蒙古山▲

▲

志賀島▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲
▲

▲

小呂島▲

鴻巣山▲

博多湾

海の中道
立花丘陵部

脊振山地

春日原台地
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３）地質
本市の地質は、三

さんぐん

郡 : 蓮
れんげへんせいがんるい

華変成岩類、白
は く あ き

亜紀：深
しんせいがんるい

成岩類（花
か こ う が ん

崗岩等）のほか、古
こ だ い さ ん き

第三紀（中
期始

し し ん せ い

新世～前期漸
ぜんしんせい

新世）や第四紀（後期更
こうしんせい

新世～完
かんしんせい

新世）の堆積岩類、第四紀の砂丘堆
積物などで構成されています。このような石材は、道具や構築物の材料として用いられ
るほか、姪

めいのはま

浜や西
にしじん

新など古第三紀層の分布域では、昭和 30 年代をピークに炭鉱が営まれ、
本市の産業発展のうえで重要な資源となりました。また、花崗岩が風化して形成される
良質な粘土は、土器や陶器の材料としても利用されます。海岸部には、国指定天然記念
物「長

ながたれやま

垂山の含
が ん べ に う ん も

紅雲母ペグマタイト岩脈」や「名
な じ ま

島の 檣
ほばしら

石
いし

」など、特異な地質を目視で
きる場所があります。

● 志賀島の花こう閃緑岩 と塩基性深成岩類

● 姪の浜の第三紀層

● 能古島の多様な地層

● 長垂山の含紅雲母ペグマタイト岩脈
（国指定天然記念物)

● 海の中道の砂層

● 名島の檣石

● 糸島半島の基盤岩類
      と玄武岩類

159

162

130

145

95

77

12

11

10

１

171

190

後期更新世-完新世：海成又は非海成堆積岩類

後期漸新世-前期中新世：海成又は非海成堆積岩類

後期始新世-前期漸新世：海成又は非海成堆積岩類

中期始新世：海成又は非海成堆積岩類

超苦鉄質岩類

後期更新世-完新世：火山岩類

前-後期白亜紀：珪長質深成岩類

前-後期白亜紀：苦鉄質深成岩類

三郡：蓮華変成岩類

後期更新世-完新世：砂丘堆積物

後期更新世：中位段丘堆積物

人工改変地

地質図　（出典：「HP シームレス地質図：産業技術総合研究所 地質調査総合センター」）
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月別降水量 

４）気象
本市は、日本海側に面していますが、比較的温暖な太平洋型気候区に属しており、年

間の平均気温は 17.1℃となっています。
夏季は 30℃以上の真夏日が続き、玄界灘を流れる暖流である対

つ し ま

馬海流の影響により、
冬季でも最低気温が氷点下を下回る日は多くありません。

年間降水量は 1,800 ㎜程度で、初夏に到来する梅雨の影響で 7 月がピークとなってい
ます。

月別の気温・降水量（平成 15（2003）年～平成 22（2010）年　（出典：気象庁 HP）
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５）貴重・希少生物
本市には、森林・河川・農地・沿岸など、様々なタイプの自然があり、多種多様な生

態系が存在します。そのような生態系は、本市固有の風土を形成するとともに、市民の
生活に恵みをもたらし、市民の経済活動や社会活動を支えてきました。しかし、近年の
開発行為や、人間活動の変化や縮小、気候変動等により、生態系の存続に危機をもたら
しています。以下に、「市内の貴重・希少生物等のリスト」の概要を示します。

⑤ 鳥類
ウチヤマセンニュウ
カラフトアオアシシギ
クロツラヘラサギ
チュウヒ
ブッポウソウ
ヘラシギ
ヤイロチョウ　等

③ 両生類
カスミサンショウウオ
トノサマガエル
ニホンアカガエル
ヤマアカガエル　　等

② は虫類
ジムグリ
シロマダラ
タカチホヘビ
ニホンイシガメ
ニホンスッポン
ヒバカリ　　等

① ほ乳類
イタチ
カヤネズミ
キツネ
スミスネズミ　等

④ 魚類
アリアケギバチ
カゼトゲタナゴ
シロウオ
スナヤツメ南方種
ニッポンバラタナゴ
ニホンウナギ
ハカタスジシマドジョウ
メダカ（ミナミメダカ）　
　　　　　　　　　　等

⑥ 昆虫類
キバラハキリバチ
コガタノゲンゴロウ
ツヤハマベエンマムシ
ニッポンハナダカバチ
ハマベウスバカゲロウ
　　　　　　　　　等

写真：カヤネズミ

写真：ニホンイシガメ

写真：カスミサンショウウオ

写真：ブッポウソウ

写真：クルマヒラマキ

写真：カブトガニ写真：メダカ（ミナミメダカ）

⑦ 貝類
イチョウシラトリ
イボウミニナ
イリエツボ
オカミミガイ
カワアイ
キヌカツギハマシイノミ
クルマヒラマキ
テリザクラ
ナラビオカミミガイ
マシジミ　等

⑧ 甲殻類その他
アリアケヤワラガニ
カブトガニ
シオマネキ
ハクセンシオマネキ
　　　　　　　　等



19

第
１
章

福
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●●

●
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● 雁の巣の海浜植物群落 ● 和白浜の海浜・塩沼地植物群落

● 鴻巣山のマテバシイ林

● 油山のアカマツ林

● 油山観音のスダジイ林

● 脊振山の自然林

● 鬼ヶ鼻のアカガシ林

● 南公園のスダジイ林　　　　　

● 橋本八幡宮のイヌマキ群落　　　　　

● 玄界島のタブ林

● 瑞梅寺川河口の
　 塩沼地植物群落

● 小呂島のハチジョウススキ群落

● 小呂島嶽宮神社の照葉樹林

● 玄界島のハマオモトを
　 含む海浜植物群落

● 香椎宮のスダジイ林

● 立花山の
　クスノキ林

● 志賀島のマテバシイ林

● 志賀島のスダジイ林

4

14

21

27

31

38

33

39

40

43

44

45

46

49

55

56

60

h

g

f

e

a

b

d

k

i

L

m

w

r

19055

271201

300301

400100

410100

410700

420100

450102

450103

460000

470400

470401

470501

470600

540100

540300

550000

560100

560200

570100

570200

570300

570400

570500

580100

580101

580300

580400

580600

580700

イワシデ群落（Ⅳ）

ヤブコウジ－スダジイ群集

ウリノキ－ミズキ群落

シイ・カシ二次林

コナラ群落（Ⅶ）

アカメガシワ－カラスザンショウ群落

アカマツ群落（Ⅶ）

ネザサ－ススキ群集

チガヤ－ススキ群落

伐採跡地群落（Ⅶ）

ヨシクラス

ミゾソバ－ヨシ群落

ツルヨシ群集

ヒルムシロクラス

スギ・ヒノメ・サワラ植林

クロマツ植林

竹林

ゴルフ場・芝地

牧草地

路傍・空地雑草群落

果樹園

畑雑草群落

水田雑草群落

放棄水田雑草群落

市街地

緑の多い住宅地

工場地帯

造成地

開放水域

自然裸地

⑨ クモ形類等
イソタナグモ
キノボリトタテグモ
ゴホントゲザトウムシ
ドウシグモ

⑪植物群落

⑩ 植物
イヌセンブリ
ウスギワニグチソウ
オニコナスビ
ツクシオオガヤツリ
ナギラン
ナンゴクデンジソウ
マヤラン
ミズオオバコ　等

写真：ツクシオオガヤツリ

出典：「福岡市環境配慮指針　改定版（平成 28 年 9 月）」
　　   環境省「生物多様性情報システム＞自然環境保全基礎調査＞ 1/2.5 万現存植生図」より
　　　特定植物群落及び福岡市指定文化財の群落のみ図示
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６）自然災害
近年、想定を超える大規模な自然災害により、全国各地で大きな被害が出ています。

本市においても、平成 11（1999）年に発生した福岡水害や、平成 17（2005）年に発生
した福岡県西方沖地震では、人的被害のほか文化財にも被害が出ました。

また、本市には、玄界灘から福岡平野にかけて活断層帯である警
け ご

固断層帯が走ってい
ます。地震調査研究推進本部が公表している長期評価では、30 年以内の地震発生の確率
は 0.6 ～ 3.0％とされ、地震が発生した際には、市内の大部分で震度 6 強以上の揺れが
予想されています。

震度３以下
震度４
震度５弱
震度５強
震度６弱
震度６強
震度７

警　固　断　層　帯

想定地震地図（警固断層帯南東部）　（出典：J-SHIS　Map）


